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　九州大学は、１９１１年に九州帝国大学として創設され、人社系・理工系・医歯薬系の広範な領域において、我が国

を代表する基幹総合大学として発展を遂げました。

　２０１１年の創立百周年に際し、これからの百年に向けて、「自律的に改革を続け、教育の質を国際的に保証すると

ともに、常に未来の課題に挑戦する活力に満ちた最高水準の研究教育拠点となる」ことを基本理念とし、「躍進百大」（九

州大学が世界のトップ百大学に躍進する）というスローガンを掲げました。私は２０１４年１０月に総長に就任し、こ

の実現に向け「九州大学アクションプラン２０１５－２０２０」を策定し、取り組みを進めています。

【アクションプラン（骨子）】

　Ⅰ． 世界最高水準の研究とイノベーション創出

　Ⅱ． グローバル人材の育成

　Ⅲ． 先端医療による地域と国際社会への貢献

　Ⅳ． 学生・教職員が誇りに思うキャンパスづくり

　Ｖ． 組織改革

　Ⅵ． 社会と共に発展する大学

　近年、少子高齢化、逼迫した財政状況、不安定な国際情勢、深刻化する環境問題など、私たちはさまざまな困難に直

面しています。そのような中、国立大学に対しては、行政や産業界等から、目に見える改革や機能強化が求められてい

ます。大学に対する社会からの要請や期待に、基幹総合大学として、またそこで働く教職員として、自覚と誇りを持っ

て的確かつ迅速に応えていく必要があります。

　２０１８年度には、本学としては５１年ぶりの新たな学部である「共創学部」がスタートしました。また昨年

２０１８年９月には、２００５年にスタートした伊都キャンパスへの移転事業が完了しました。素晴らしい環境に恵ま

れたキャンパスが出来ました。これを契機に、九州大学は世界最高水準の教育・研究と診療活動をさらに展開し、これ

らの成果を世界へ発信していくことを目指します。この目標を達成するため、すべての教職員が、直面する数々の課題

に挑戦し、新しい道を切り拓いていくことを願っております。

　このたび、教員の教育研究活動の一助とするため「九州大学教員ハンドブック２０１９」を刊行しました。このハン

ドブックには、九州大学での教育研究活動においてぜひ知っていただきたい重要な事項が網羅されています。

　九州大学における教員生活のよきガイドとして活用していただき、充実した教育研究活動を展開されることを期待い

たします。


